
 

 

令和４年１０月２７日 

国土交通省東北地方整備局 

 
 

国土交通省東北地方整備局とＵＲ都市機構 

「災害対応の連携に関する覚書」を締結 
【概 要】 

 この覚書は、今後の発生が予想される日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震などの

大規模災害に備え、早期復旧のための連携を目的としたものです。 

 相互に連絡して情報収集と伝達を行うほか、東北地方整備局がＵＲ都市機構から

災害対策本部へのリエゾン（情報連絡員）を受け入れ、被災建築物応急危険度判定

支援などの復旧支援業務の円滑化を図るものです。 

 なお、ＵＲ都市機構は、これまでも大規模災害時に東北地方整備局へリエゾンを派遣し連携

して災害対応にあたっていましたが、今後の発生が予想される大規模災害に備え、より連携を

強化するため、この覚書を締結するものです。 

 

１．覚書の内容 

 ①災害発生又は発生が予想される時には相互に連絡し、被害情報を収集・伝達 

 ②必要に応じて、ＵＲ都市機構から東北地方整備局へリエゾン派遣 

 ③平時から、防災訓練・情報共有等で協力することで防災力向上 

※別資料に覚書を添付しています。 

 

２．覚書締結日 

   令和４年１０月２４日（月） 

  ※別資料に調印式の写真を添付しています。 

 

＜発表記者会：国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会、宮城県政記者会、 

東北電力記者会、東北建設専門紙記者会＞ 

 

〔問合せ先〕 

 国土交通省東北地方整備局 TEL 022-225-2171(代) 
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（別資料） 

 
【調印式の写真】 

左から、ＵＲ都市機構中村災害対応支援室長、国土交通省東北地方整備局佐藤統括防災官 






